
 
 

【研究論文】 

子子どどもものの心心情情理理解解かからら始始ままるる子子どどももののつつぶぶややきき表表現現創創作作授授業業のの開開発発とと実実践践 
－－学学生生自自ららラライイトトモモテティィーーフフをを用用いいたた創創作作かからら心心情情譜譜へへ－－ 
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要 旨 

本研究では、言語と非言語を含めて「つぶやき」と定義し、子どものつぶやきの心情理解から始まる保育者・教育者養

成の実践として「子どものつぶやき表現創作授業」の一事例をまとめた。前期授業において、学生は、子どもの「あお」

というつぶやきを「母を思う気持ち」としてピアノの「ソ」（ト音）で表現し、母親を思い出す場面で「ソ」を弾くとい

う、無意識にライトモティーフという作曲技法を用いて表現していた。後期授業では、前期授業の振り返りと現代音楽の

譜面の解説の後、心情譜（伊藤・平尾・北浦、 2020）を用いて再度表現創作を行ったところ、「ソ」のライトモティーフ

を残したポリフォニー化が起こり、説明的な言語表現が削除されていた。つまり、学生は、子どもの内面世界との対話を

通して、自ら固定楽想的発想の表現に行き着き、さらには「心情譜」を用いた授業によって、言語に拠らずに子どもの内

面世界を表現するに至っていた。 
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ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

子どもの発達過程を踏まえた領域表現及び小学校

以上の音楽教育を指導する保育者・教育者に、求め

られる資質・能力は何であろうか。津守（1979）1)

は、「保育の実際の場で重要なことは、保育者が子ど

もをじかに感じることのできる心をもつこと」と述

べている。 
2020 年度からの新しい学習指導要領では、これま

で通り、子どもたちの「生きる力」を育むという目

標を踏襲した上で、「生きる力 学びの、先へ」を目

指し、予測不可能で変化の激しい社会を生きる必要

な力を社会全体で共有し、育てていくことを掲げて

いる（文部科学省、 2017a）。新しい時代を生きる子

どもたちに必要な力として、幼児教育から高等教育

へ連続性をもって育てる三つの柱としての資質・能

力が「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」である。このうち、

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」は、

幼児教育では「知識及び技能の基礎」「思考力、判断

力、表現力等の基礎」のように、小学校以上の教育

の基礎を育むことが示されているが、「学びに向かう

力、人間性等」については、「の基礎」が入っていな

い。「学びに向かう力、人間性等」と、幼稚園教育要

領解説（文部科学省、 2018）2)によると、「心情、意

欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする」

という力である。 

近年、乳幼児期では、非認知能力を養うことの重

要性が国内外で注目されている。非認知能力は、社

会情動的スキルや非認知的スキルとも言われており、

目標を達成するための粘り強さや情熱、他者と協働

する社交性や思いやり、自尊心や自信も含めて感情

をコントロールする力などを指す。この非認知能力

と認知的スキルは相互作用的に発達していくが、非

認知能力を育てることは、乳幼児期の教育で重視し

てきた心情・意欲・態度を育むことでもある。それ

は、小学校音楽科での「学びに向かう力、人間性等」

の涵養に関する目標にも繋がっていく。つまり、非

認知能力を育むことが、小学校音楽科において全学

年を通して共通して示されている目標である「自ら

音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感

じたり味わったりしながら、様々な音楽に親しむこ

と、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるも

のにしようとすること」3)へと連続性をもって育まれ
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ていくことを、保育者・教育者は自覚的に捉える必

要がある。 
津守（1979）4)は、「子どもの世界の中で感動した

ものがあるとき、おそらく、表情や、微妙な身体の

動きを通して、それはおとなにも感動として伝わる」

ものであり、ここでいう「感動」は「微妙な心の動

き」であるとした上で、次のように述べている。 
「子どもの行動の背後には、子どもの内面世界があ

ることがわかる。さらにまた、自分自身の世界をもっ

たおとなが、子どもの行動をとらえるのである。観

察された行動は、子どもの世界とおとなの世界との

中間にあるものであって、この両側の世界を考える

ことなしに、客観的行動だけを問題にすることはで

きないであろう。」4) 
乳幼児期の教育から小学校以上の音楽教育の連続

性をもって指導を行う保育者・教育者養成において、

筆者らは、客観的行動だけで子どもを捉えるのでは

なく、子どもとの心と心とのやり取りの中で育む音

楽表現について考えてきた。子どもの内面世界に寄

り添い、共感し、子どもの心の動きを感じ取り、そ

れを表現することを共に喜び合えることを大切にし、

言語に限らず非言語も含めた子どもの言葉を“つぶ

やき”と定義した上で、子どものつぶやきを受け止

める保育者・教育者養成において、子どもの心の動

きを子どもの内面世界に入り込んで理解することを

目的の第一に据えている。子どものつぶやきを音楽

等の表現を通して共感的に理解することは、子ども

の心の声を聴き、子どもの心に共感することであり、

子どもの心情と共にあるという一体感とともに子ど

も理解を深める授業・研修の在り方を模索している。 
筆者らは、子どもの行動の背後にある内面世界を

捉える最も重要なことは、子どもの内面に思いを寄

せ、その内面を表すにはどうしたらいいかを考える

ことであり、その子どもの内面を表そうと試行錯誤

を重ねることを通して、音楽等の表現技術も養われ

ていくことを仮定している。津守 1) 4) が示唆したよ

うに、子どもたちは表情や、微妙な身体の動き、つ

まり非言語を通して感動を伝えている。言語も非言

語も、子どもが感動を伝える“つぶやき”である。

そのつぶやきを理解することが、乳幼児期から高等

教育までの教育・保育に携わる者にとって、一貫し

て必要な資質・能力なのではないかと考えている。 
以上のことから本稿では、子どもの心情理解から

始める授業によって、学生の音楽表現技術も養われ

ると仮定して開発・実践した「子どものつぶやき表

現創作授業」を通して、学生自らが固定楽想的発想

の表現に行き着き、さらに改善を図ることで、言語

に拠らずに子どもの内面世界を表現するに至った事

例をまとめる。 

ⅡⅡ  子子どどももののつつぶぶややきき表表現現創創作作授授業業のの開開発発  

2019 年度、第一著者が担当する「音楽Ⅴ」（前期

授業）、「音楽Ⅵ」（後期授業）で行った。両授業とも、

大学 3 年次の開講科目であり、小学校教諭免許状取

得のための必修科目ではあるが、保育士資格または

幼稚園教諭免許状の取得を希望する学生の選択科目

でもある。 
「音楽Ⅴ」（前期授業）では、第一著者と第二著者

で授業を構成し、第一著者が実践し、第二著者が一

部の授業に補助で入った。授業後、第一著者と第二

著者が、学生との振り返りを行った。その後、第三

著者を含めて検討し、改善したプログラムを「子ど

ものつぶやき表現創作プログラム」とし、「音楽Ⅵ」

（後期授業）で第一著者が実践した。 

１１  子子どどももののつつぶぶややきき表表現現創創作作授授業業（（前前期期授授業業「「音音

楽楽ⅤⅤ」」））のの概概要要  

2019 年 6 月、「音楽Ⅴ」（授業履修者 22 名、学校

教育コース学生 13 名）の第 10～11 回授業にて、子

どものつぶやき表現創作授業を実施した。授業の内

容と所要時間を表 1 に、学生に配布した課題シート

の内容を表 2 に示す。 
教材とした「あお」のエピソードは、ある学生が

保育所で出会った 1 歳児（A 君）によるつぶやきで

あり、A 君の精一杯の母親への思いが込められてい

る。また、実習生が A 君の思いとつぶやきに込めら

れた意味を理解しようと関わり続けたことで、A 君

の「あお」は、お母さんの車の色で、お母さんのお

迎えを待つ姿であったことが分かったというエピ

ソードである 7) 8)。 
第 11 回授業には、第二著者が補助に入り、「あお」

のエピソードが生まれた背景と、「あお」に込められ

た子どもの心情を表現することが授業の目的である

という追加説明を行った。実習で子どものつぶやき

に耳を傾けることの大切さも含めて、説明した。 
グループ発表後に記入された振り返りシートより

特に着目すべきコメントがあった。A グループ(8 名)
のうち、4名の学生による記述の一部を表 3に示す。 
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表1 子どものつぶやき表現創作授業内容 

授業回 授業展開 
第 10 回 
(60 分) 

① グループ分け〔1 グループ 7～8 名、  
計 3 グループ〕(5 分) 
② 子どものつぶやきに基づくアンサ

ンブル作品の創作実践のねらいと「あ

お」のエピソードの説明(10 分) 
③ グループ討議(20 分) 
④ グループ練習(25 分) 

第 11 回 
(90 分) 

① 「あお」のエピソード追加説明(5 分) 
② グループ練習(50 分) 
③ グループ発表(30 分) 
④ 振り返りシートの記入(5 分) 

 
表2 課題シートの内容 

子どものつぶやきを基にした 
アンサンブル作品の創作実践 

以下のエピソードから表現してみましょう。 
・声(歌、台詞、オノマトペ等)、楽器、身体等、何を使って
もかまいません。 
・パフォーマンスの時間制限はありません。 
<エピソード:1 歳児男児> 
保護者のお迎えを保育室で待っていると「あお」と伝え
てきた。私は、子どもが指さしをしているが、その方向は
窓で青色のものはなく、なにを伝えたいのかわからな
かったが、保護者が迎えにきて、その車の色が青だっ
た。 

 
表3 4名の学生による振り返りシート記述の一部 

・私たちは他の班とは違う表現でした。『ソ』を『あ

お』としてピアノで表現していました。 
・子どもの頭の中に青い車がある時は『ソ』の音を

ずっと 
・お母さんに会いたくなっているときは『ソ』を強

めに弾いたり、その場に合わせて表現することがで

きました。 
・『ソ』の音を『青』と決めて行ったので裏の設定が

伝わるといいなと思いました。 
 
以上の記述から、A グループは子どもの心情に着

目し、「あお」を「母を思う気持ち」として、ピアノ

の「ソ」（ト音）の音で表現していたことが分かった。

これはクラシック音楽で作曲家ベルリオーズがオー

ケストラ作品の中で使用したイデー・フィクス（固

定楽想）や作曲家ワーグナーが楽劇で使用したライ

トモティーフ（示導動機）の作曲手法である。ライ

トモティーフとは「音楽上の動機によってある人物、

場面、想念などを表すものである。ライトモティー

フはそのままのメロディーで使われるのではなく、

その場面の性格に応じてリズム、音程などが自由に

変形される。」5)という手法である。A グループの学

生は、無意識に、西洋音楽史上著名な作曲家が行っ

ていた作曲手法を実践していたのである。それは、

子どものつぶやきに寄り添い、子どもの気持ちを深

く理解し、表現しようとした作曲家の姿と言える。 
そこで、A グループの学生がどのような過程でラ

イトモティーフを用いたのか、インタビューを行う

ことにした。 

２２．．学学生生ととのの振振りり返返りり  

ライトモティーフを自ら用いたAグループの創作

過程について、録音・録画およびデータの公開も含

めての研究協力についてグループ全員の同意を得た

上で、第 11 回授業の約 1 ヶ月後の 2019 年 7 月、約

40 分の振り返り（インタビュー）を行った。第一著

者が主として進め、第二著者は前半 20 分間同席した。

学生が語った内容の要約を表 4 に、A グループの発

表の採譜を資料 1 に示す。 
表 4 の「フォルテとピアノの意味が分かった。」は、

学生自身の音楽におけるダイナミクス（音の強弱表

現）の概念が変わったことを意味する。創作したア

ンサンブル作品の母親の迎えを待ちながら他の子ど

も達と楽しく遊ぶ部分は、主人公の子どもの気持ち

の高ぶりと一緒に楽しく遊ぶ子どもたちの気持ちの

高ぶりを表現するために音楽のダイナミクスがｐ

(ピアノ)からｆ(フォルテ)移り変わり、演奏者全員の

tutti(全奏者による合奏)となる。この部分は、本授業

では意図的に学生がｆにしたものではなかったと言

う。アンサンブル作品でのｆには、子どもの心の高

ぶりや、様々な思いが込められていることに学生が

気づいたきっかけとなったのは、本研究授業の後に

行った伴奏法の通常授業で、歌唱教材に『とんび』

（作詞：葛原しげる、作曲：梁田貞）を取り上げた

時だった。この曲の後半部の歌詞に「ピンヨロ―、

ピンヨロ―」と、とんびが鳴く部分があるが、最初

の「ピンヨロ―」はｆ、次の「ピンヨロ―」がｐに

設定されている。学生は楽譜に表現される強弱記号

を「強く」「弱く」という指示通りに歌うのではなく、

このダイナミクスの変化にはどういう意味があり、

どういう理由でそうなったのかという思考巡らせて

歌ったという。この思考に至ったのが、子どものつ

ぶやきを基にしたアンサンブル作品の創作だった。 

子どもの心情理解から始まる子どものつぶやき表現創作授業の開発と実践
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表4 Aグループが語った創作過程（要約） 

・青い車を表現するには、音を作るしかないと思っ

た。1 週目は納得いかず、深く考えもせず、雰囲気

に合ったものをつくっていた。 
・1 週目は、一日の流れからの「あお」を考えてい

た。2 週目の追加説明で、焦点を当てるのは一日の

心情変化ではなくて「あお」に焦点をおくことだと

分かり、青い車で夢を見ている設定にした。 
・2 週目の追加説明を聞いて「この課題シートの意

味は?」と考えた。「子どもにとって、嬉しい感情は

どこからくるんだろう?」と考え「あお」を想像でき

る音は「ソ」みんなと遊んでいる時はお母さんを忘

れちゃうので「ソ」を抜く。遊びをやめるとお母さ

んを思い出すから「ソ」「お母さん＝ソ」というより、

「青い車＝ソ」「お母さんが来る＝嬉しいこと＝ソ」 
・1 週目で「事例を読んで音楽にして下さい。」と言

われて、分からなかった。事例に意味を感じなかっ

た。 
・2週目で子どもの心情について追加説明を聞いて、

エピソードの背景を知って、厳選していった。鳴っ 
ている意味が１コ１コある。楽器からじゃなく、エ

ピソードから楽器を探した。 
・フォルテとピアノの意味が分かった。 
・「男の子はどんな気持ちかな?」を考える時間がほ

しかった。 
・前期試験の前に、このディスカッションがしたかっ

た。 

３３  子子どどももののつつぶぶややきき表表現現創創作作授授業業のの改改善善：：心心情情譜譜

のの導導入入  

A グループとの振り返りから、子どものつぶやき

表現創作授業を通して、音楽におけるダイナミクス

の概念について学生が身をもって理解したことが示

された。一方で、2 週目の第二著者の解説から、子

どものつぶやきそのものを表現するという授業のね

らいを理解したという発言が目立った。このことは、

子どものつぶやきの内面世界にまで思いを至らせる

ことへの気付きとなる追加説明がなければ、ライト

モティーフを用いた創作や音の強弱表現の実感を伴

う理解に至らなかった可能性も考えられる。 
本研究の第二著者以外は、音楽を専門とする教員

であり、第二著者は子ども学・保育学を専門とする

教員である。保育を専門とする教員が常に表現系の

授業に補助で入ることが現実的には難しいことを考

え、第一著者、第二著者、第三著者で、つぶやきに

込められた子どもの心情とそれを表現することに学

生が思いを至らせる指導法について検討し、「心情

譜」を導入することにした。「心情譜」は、つぶやき

を発した子どもだけでなく、そのエピソードに関わ

る仲間や保育者、保護者等のつぶやきからも感じ

取った心情の変化を視覚的に示すものであり、楽譜

で例えるならば、合唱譜や小編成の室内楽のスコア

のイメージに近い 8)。後期授業では、前期授業の振

り返りを行い、現代音楽の譜面を用いて作曲家が楽

譜に込める思いを伝えることにした。また、学生が

つぶやきに込められた気持ちを考え、ディスカッ

ションすることを希望していたため（表 2）、創作作

品に対する学生による振り返りも発表し、それも含

めて、授業担当者が講評を行うことにした。 

４４  「「子子どどももののつつぶぶややきき表表現現創創作作ププロロググララムム」」（（後後期期

授授業業「「音音楽楽ⅥⅥ」」））のの概概要要  

2019 年 10 月、「音楽Ⅵ」（授業履修者 18 名、 「音

楽Ⅴ」履修者の小学校教諭免許状取得希望学生 13 名

を含む）の第 2～3 回授業（各 90 分）にて、前期授

業を改善した「子どものつぶやき表現プログラム」

を実施した（表 5）。 
表5  子どものつぶやき表現創作プログラム内容 

授業回 授業展開 

第 2 回 
(90 分) 

①「音楽Ⅴ」で創作したアンサンブル作品の録

画動画の鑑賞(10 分) 
② 各グループが創作作品で (1)着目した点、(2)
工夫した点、(3)こだわった点等を解説し、教

員の講評を行ってから再度、録画動画を鑑賞

(20 分) 
③ 現代音楽の楽譜（スコア）の解説(5 分) 
④ 心情譜の説明と作成練習(10 分) 
⑤ 「あお」のエピソードより各自、心情譜を作

成(10 分) 
⑥ 各自作成した心情譜を共有し、グループで一

つの心情譜を作成。グループの心情譜から音楽

表現作品創作(30 分) 
⑦ 後片付け(5 分) 

第 3 回 
(90 分) 

①「あお」のエピソードから作成したグループ

の心情譜を基に、音楽表現作品の創作・練習(50
分) 
② 作品発表と(1)着目した点(2)工夫した点(3)こ
だわった点の解説、教員の講評(30 分) 
③ 振り返りシート記入・後片付け(10 分) 
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現代音楽の解説では、第一著者が作曲した譜面を

用いて、楽譜とは学生がこれまでの教育で受けてき

た馴染みのある形式のものだけではないこと、五線

譜に作曲家がどのような思いを込めているか解説し、

心情譜に繋げた（資料 2）。心情譜の説明は「子ども

のつぶやき心情譜作成シート」8)に基づいて行い、グ

ループでの話し合いと創作時間が十分にとれるよう 
配慮した。 

ⅢⅢ  結結果果とと考考察察：：心心情情譜譜導導入入前前後後のの比比較較  

第一著者と第四著者により、前期および後期授業

で A グループの発表した表現を楽譜に起こし（資料

1、資料 3）、第一著者、第三著者および第四著者で

分析した。なお、前期授業の採譜は第一著者が、後

期授業の採譜は第四著者が行った。 
A グループの前期授業「音楽Ⅴ」（子どものつぶや

き表現創作授業）で創作したアンサンブル作品と後

期授業「音楽Ⅵ」（子どものつぶやき表現創作プログ

ラム）で創作した音楽表現作品を比較すると、後者

でも「ソ」のライトモティーフは、そのまま使用さ

れているが、台詞や歌（言葉）による説明的な部分

が削除された。2 人の登場人物（子どもと実習生）

の心情を 2 つのチームに分け、ポジティブな気持ち

とネガティブな気持ちを音の高さや音の強さで表現

している。これは音楽におけるポリフォニック（多

声音楽的）な表現方法である。心情譜を用いたこと

により、登場人物の心の動きが可視化され、より細

やかな表現が可能になった。ライトモティーフを生

かすことで、台詞や歌（言葉）に頼ることなく、登

場人物の心情が表現されていた。心情譜は登場人物

の心情をより深く理解するツールとして有効である

と推察される。 
心情譜（資料 2）と併せて資料 3 をみると、音楽

が始まる前、A 君は夢の中へ徐々に落ち、実習生は

その様子を見守りながら、落ち着いた様子でお昼寝

する A 君を見て安堵していることが読み取れる。第

1～第 4 小節までに、A 君が夢の中でやっとお母さん

に会えるという嬉しい心情が音の上行とともに徐々

に高ぶっていき、第 4 小節で、A 君は嬉しい心情の

頂点で目覚める。ドの全音符が、A 君が夢から覚め

て周りの状況を理解して気付くまでの時間を表わし

ていると思われる。 
第 5～第 7 小節の Em（短 3 和音ミ･ソ･シ）は、お

母さんがいない寂しさによる不安な心情が生まれた

様子を感じる。ごく小さな不安から哀しみへと心情

が変化し、第 7 小節の哀しみと不安の爆発へと向

かっている。そして実習生は、A 君の心情を理解し

ようと寄り添っている。第 5～第 7 小節の B は、A
君の心に刺さるような寂しさを、C は A 君が感じる

お母さんの温もりを表わしているようにも思われる。

第 7 小節の sfz は A 君の心の限界を表わし、Frame 
drum の激しさが A 君の悲しい心情の爆発（表出）や、

実習生の迷いや困っている心情を表わしていること

が推察される。 
G.P.（全部の休止）で A 君の心情が変化し、実習

生は A 君の様子を見守る。A 君の心にみんなと遊ぶ

楽しさが生まれ、好奇心へと繋がっていく心情の動

きが表れている。第 9～第 13 小節にかけては、様々

な遊びをする中で友達との関わりがどんどん楽しく

なる。A は A 君の楽しい心情の高ぶりとそれに伴い

速くなる鼓動、周りで遊ぶ子どもたちの気持ちの高

ぶりも表わしているように思われる。pno.1 のクレッ

シェンド、pno.2 の Em（不安な心情の和音）から徐々

に上行していくことで、A 君や周りにいるみんなの

楽しい気持ちが高ぶっていく様子が見て取れる。 
第 14～第 16 小節にかけては、A 君は楽しい気持

ちのままであるが、再び寂しい心情が生まれ、一旦

忘れていたお母さんに会いたいという心情が再び高

ぶっていく。第 16 小節に向けて、pno.1 はディミヌ

エンド、pno.2 は和音が下降していくことで楽しい心

情が少しずつ落ち着いていく様子を表わしている。

そして、B2 はお母さんが来たかもしれないことを察

した A 君の心情が期待へと変化する瞬間である。 
第 17～第 19 小節にかけては、A 君のお母さんに

ようやく会えるという嬉しい期待感の高揚とそれを

感じた実習生の心情が表われている。第 19 小節のデ

クレッシェンドとともに期待感、緊張感が最大まで

高まっている心情が推察される。そして、第 20 小節

は、「お母さんが来てくれて嬉しい」という A 君の

心情の爆発が表れているように思われる。 
心情譜導入前の前期の作品は、一言で言えばオペ

ラ的である。お昼寝からの目覚めのシーンをオープ

ニング、あるいは序奏のように扱い、シーンの切り

替わりではナレーションが入り、最後に合唱で大団

円を迎えるという構成はまさにそれであろう。各

シーンを切り出しても基本的に時間経過で様々な表

現が入り、非常に映像的である。また、「ソ」の音を

ライトモティーフのように扱うのも、かつてのワー

グナーの手法であり、よりこの作品がオペラ的な感
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性で作られていることを印象付けている。対して、

心情譜導入後の「子どものつぶやき表現創作プログ

ラム」の作品は、バロック以前に回帰した現代音楽

のような印象を受ける。基本的に前期の作品をな

ぞってはいるが、非常に内容が凝縮されている。 
両作品の変化を挙げると、一番に目につくのは曲

全体の長さの変化である。小節数にして 38 小節あっ

たものが 20 小節に凝縮されている。心情譜の作成に

より、シーンの切り替わり等の映像的な時間経過の

意識が薄れ、登場人物の心情の変化に着眼点が変わ

り、シーンの説明としての映像的表現が必要では無

くなったからではないかと思われる。 
作品のポリフォニー化は、前期作品（資料 1）の

第 15～第 21 小節と、後期作品（資料 3）の第 9～第

16小節の子どもたちが遊ぶシーンの表現を比較する

とよく分かる。前期作品では全体の時間経過で変化

が起こっているが、後期作品では各パートが独立し

て変化を起こしている。つまり、クレッシェンド、

デクレッシェンドの山を全体で作りながらも、速さ

が変化し拍に収まらないパートや、音高が変化し、

ハーモニーに収まらないパートなど、枠の中で各

パートがそれぞれ別の表現をしている。旋律と伴奏

の関係に代表されるホモフォニー的表現である前期

作品から、後期作品では多声的なポリフォニー的表

現になっている。 
最後に、視点の多角化にも注目したい。後期作品

では主となる視点がぼかされており、様々な視点で

解釈する余地を残すことで、心情の安易な言語化を

させないようになっている。前期作品は「きっとこ

んな気持ちだったよね」という一つの視点の解釈を

音楽にしようとしていたのに対し、後期作品では、

より登場人物の中に入り込み、その人物の心情を個

別に表現しようとしているように見受けられ、多角

的な視点で表現されるようになっていた。 

ⅣⅣ  おおわわりりにに  

作曲の専門知識や演奏経験が多くあるわけではな

い学生が、これだけの表現にわずかなきっかけで辿

り着いているのは非常に興味深い。本稿の授業実践

を通して見られた学生の姿は、感性と表現に関する

領域表現が養う「子どもが感じたことや考えたこと

を自分なりに表現することを通して、豊かな感性や

表現する力を養い、創造性を豊かにする」6)という体

験を、学生が子どものつぶやきに思いを寄せて表現

することで、子どもと同様の表現過程を辿っている

姿でもあると思われる。この学生の姿から、領域表

現および音楽科教育の指導法に発展させていくこと

が、今後の課題である。 

付付記記  

本研究は、岡崎女子大学・岡崎女子短期大学研究

倫理審査の承認を得ている。本研究の一部は、日本

保育学会第 73 回大会で発表した。 
本稿の執筆分担は北浦がⅡ-1、Ⅱ-2、 Ⅱ-4、伊藤

がⅠ、Ⅱ-2(表 4)、 Ⅱ-3、平尾がⅢ（前半）、堀がⅢ

（後半）を執筆し、Ⅳは共同で執筆した。また、資

料1の採譜は北浦が、資料2の採譜は堀が担当した。 
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資料1 心情譜前のAグループの発表の採譜
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資料2 Aグループの心情譜 

 

 
 

 

 

資料3 心情譜に基づくAグループの発表の採譜 
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